
No. 種別 質問内容 回答

1 体制 チーム型での提案が想定されていますか。個人型での提案も可能ですか。
複数の研究者からなるチーム型を主に想定していますが、単独グループあるいは個人
での提案も可能です。

2 体制
基盤研究期間の途中段階や移行研究開始時において、研究開発代表者の裁量で新た
なグループを追加することは可能ですか。

1課題あたりの予算上限内でのグループ追加や移行研究による計画変更について、PO
の了承が得られることを前提に可能です。

3 体制 移行研究において、体制に企業等を含むことはどの程度期待されていますか。
研究実施体制に企業を組み込むことは必ずしも必要ありません。ただし、研究終了時
（5.5年後）に企業等主体の研究につなげられる成果創出を目指していただきますので、
企業と対話等を進めることは期待されます。

4 予算 初期環境整備費はどのような費用に計上可能でしょうか。
提案内容により様々なケースが考えられると思いますが、一般的には、ワークステー
ションやデータセットの購入、測定機器の購入等が想定されます（その他のものでも、
必要性が認められれば計上可能です）。

5 予算
初期環境整備等に要する費用（初年度上限800万円、次年度上限400万円）は研究開
発代表者のみ計上可能でしょうか。１課題あたりの上限値内であれば、主たる共同研
究者も計上できますか。

1課題あたりの上限値内であり、必要性があれば、主たる共同研究者への計上も可能
です。

6 予算
国際連携を前提とした提案を行う場合、相手国の制限はありますか。また、相手国への
予算割当は可能でしょうか。

相手国の制限はありませんが、原則として、海外研究機関への予算割り当てはできま
せん。詳細は、募集要項「2.6.2研究開発体制の要件」をご確認ください。

7 予算
主たる共同研究者として複数の提案に参画する場合、研究費の調整等は行われます
か。

主たる共同研究者として複数課題が採択された場合、内容等を確認のうえ、必要に応
じて調整させていただく場合があります。

8 移行研究
基盤研究のみを提案する事はできますか。逆に、移行研究のみを提案することも可能
でしょうか。

グランドチャレンジに向けて、基礎研究から応用研究までを一気通貫で行い、人材育成
とPOC達成を目指すというコンセプトのプログラムですので、基本的には基盤研究と移
行研究の両方をセットで全体構想を検討してください。

9 移行研究 基盤研究を途中で完了して、移行研究に専念することは可能でしょうか？

本プログラムは基盤的技術の強化と人材育成を目的としており、特に人件費部分につ
いては基盤研究での予算措置を想定しています。移行研究は、基盤研究へのアドオン
経費であり、1年ごとに継続の可否が判定されます。そのため、基盤研究を途中で終了
し、移行研究のみにする運用は現時点では想定していません。ただし、研究開発内容
によっては、移行研究に比重を置くことが最適な計画もあるかも知れませんので、その
ような場合は、課題採択後、POと相談の上、研究開発計画の調整等を図ることを想定
しています。

10 移行研究
移行研究は最長で何年間行えるのでしょうか。また、基盤研究終了後に移行研究が継
続することもあるのでしょうか。

移行研究の1案件毎の期間は上限3年としています。移行研究は基盤研究へのアドオ
ンなので、基盤研究の終了後に移行研究が継続されることはなく、5.5年間の基盤研究
期間中に行っていただきます。

11 移行研究
基盤研究・移行研究の図において、移行研究が二段ロケットのように描かれている意
味を教えてください。

移行研究の1案件毎の期間は上限3年としています。一人の研究開発代表者が複数の
移行研究申請を行えることとしているため、例えば移行研究を3年間実施した後に、別
案件の移行研究を実施することがあり得ることを表しています。ただし、移行研究は競
争的に審査されますので措置されるとは限りません。

12 移行研究 移行研究への応募は通年可能ですか。 毎年度申請を受け付けますが、その時期はJSTが設定いたします。

13
評価の観

点
社会実装を見据えた時に予想されるビジネス的な障壁の克服方法などについても提案
書に記載が必要でしょうか。

可能であれば記載してください。

14
評価の観

点

取り組むグランドチャレンジによっては（例えばGC08）、移行研究の方向性として、産業
や社会応用よりも、応用寄りの他分野への展開や橋渡しを目指すような方向性もあり
得ると思いますが、そのような提案も可能でしょうか。

提案内容によっては、成果の出口として、産業への社会実装を目的としたものではな
く、他分野への展開・波及などを目的としたものもあり得ると思います。いずれの場合で
も、成果の出口に向かって、どのような道筋で展開していく想定なのかは明確にしてい
ただくことが望まれます。

15
評価の観

点
社会的なインパクト（還元）は大きいものの、産業としては成り立たないような提案はど
のように評価されますか。

本プログラムは、情報通信技術における画期的な進歩が期待できる提案が望まれま
す。その前提に立っていない提案の場合は、いくら社会的還元が大きい提案であっても
プログラムの趣旨とは異なると考えます。一方、その前提に基づく提案であれば、現時
点で産業として成り立つかどうか不明なものであっても、将来的な可能性を踏まえて評
価されるものと考えます。

16
グランド
チャレンジ

複数のGCにまたがるような提案の場合は、どちらかを選択するのか、あるいはGC00と
して提案する必要がありますか。

ご提案に近いGCが例示されている場合は、それを指定してください。GC00として提案し
ても構いません。

17
グランド
チャレンジ

GC00を選択・提案した場合、GC設定の評価と研究開発提案の評価と、両方の評価が
行われ、いずれも満足した場合のみ採択課題として選定されることになるのでしょうか。

GC01～10を選択した場合、GC00を選択した場合、いずれの場合でも、どのようなチャ
レンジに対してどのような研究開発を行う提案なのか、という両者の関係性についての
妥当性やアイディアなどが評価されるとお考えいただければと思います。

18
グランド
チャレンジ

GC00を含め、GC毎に採択数の上限はありますか。GC毎にバランス良く採択されるの
でしょうか。

GC毎の採択数上限等は決めておりません。GC毎の採択については、全体の応募状況
を踏まえ、PD・PO等により採択方針を判断することになります。

19
グランド
チャレンジ

来年以降も提案募集は予定されていますか。募集がある場合、本年度と同じグランド
チャレンジにて募集が行われるのでしょうか。

来年度以降も募集を予定していますが、現時点では未定です。グランドチャレンジの内
容については、今年度の応募状況等を踏まえて変更もあり得ます。

20 応募要件 戦略的創造研究推進事業の他プログラム（CREST等）との重複応募は可能ですか。
応募に際しての重複応募制限はありません。ただし、選考の過程や両方が採択候補と
なった場合等において、「不合理な重複」や「過度の集中」の観点での調整等を行う場
合があります。

21 応募要件 提案書は英語での作成が可能ですか。
英語での提案書作成も可能です。英語版の募集要項・提案書等をHPに後日掲載予定
ですので、少々お待ちください（公開は5月末～6月初めを予定しています）。

22 応募要件
研究開発代表者がPOや領域アドバイザーと同じ研究グループ、もしくは近い関係の場
合、利益相反の観点で応募することは可能でしょうか。

応募可能です（利害関係によって応募不可とすることはありません）。提案者と利益相
反関係にあるPOや領域アドバイザーは、当該提案の評価に加わらない措置をとりま
す。
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23 その他
主たる共同研究者がベンチャー企業等の役員の場合、その人件費を直接経費から支
出することは可能ですか。

直接経費で支出可能な人件費は、このプロジェクトのために新しく雇用された研究者
（研究参加者）を対象とします。主たる共同研究者＝研究担当者の人件費は、直接経
費の対象外となります。

24 その他 自分が役員等を務める会社を含めたチーム体制で提案することはできませんか。
募集要項2章の8.2に記載のとおり、利益相反マネジメントを実施しますので、ご提案に
関わるメンバーをご提示ください。研究開発提案者と研究開発提案者に関係する機関
との利益相反について、関係の必要性、合理性、妥当性を判断させていただきます。

25 その他 CRONOSの略語は何かの頭文字ですか。命名の背景があればご紹介ください。
本プログラムの英語名「Cutting-edge Research and Development on Information &
Communication Sciences」という文言からCRONOS（時空を司る神の名前）を当てたも
のです。
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